
農林水産省農林水産政策研究所 新田直人

地域資源と創意工夫で持続可能な農山漁村を創造する「農山漁
村発イノベーション」

＊ 本資料は、岡山県真庭市、（一社）持続可能な地域社会総合研究所での勤務経験を
基に作成しており、農林水産政策研究所での研究課題ではありません。 1



自己紹介

・1996年農林水産省入省
・半島地域、離島漁業、中山間地域の振興等を担当
・2017年より、岡山県真庭市役所に出向し、木質バイオ
マス、スマート農業、ジビエカーを活用した鳥獣被害
対策等を担当

・2021年より、農村振興局において、都市農業を担当
・2023年より、（一社）持続可能な地域社会総合研究所
（藤山浩所長）に出向、全国の集落を歩く

・2025年より、現職。中山間地域や農村RMOの研究を担
当
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高知県梼原町の位置

梼原町

出典：Google Map 3

人口 ４７３人
高齢化率 ５１．２％



集落の荒廃農地の状況
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後継者の有無
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５年後の耕作者の将来予測
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高知の山村における「人」と「もの」の循環構造
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県庁所在地から２時間30分
小学校は廃校
集落戸数23戸
高齢率51％
傾斜のきつい農地

中山間集落は
衰退してい
く？

データから見る中山間地域

✓ 人々の小さな暮らしを支える仕組み
✓ 地域資源をフル活用
✓ 多様な人材の存在

5年後の農地耕作状況予測

住民目線から見る中山間地域

これらの機能を回復させることで、農
村イノベーションは実現できるのでは
ないか？
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荒廃農地の現状

➢ 令和５年度の荒廃農地は9.4万haと、全国の農地427万haの2.2％。
➢ 農業地域類型別では、中山間地域が5.3万ha（56%）を占める。

資料：農林水産省「荒廃農地の現状と対策（令和６年12月）」
9



荒廃農地の発生要因

資料：農林水産省「荒廃農地の現状と対策（令和６年12月）」

〇 市町村職員に対する荒廃農地に関するアンケート結果
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ほぼ同じ立地条件なのに、荒廃農地の状況に大きな差
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集落営農組織の有無と荒廃農地状況の違い

営農組合
中山間協定
カフェ
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地元天気図ワークショップ（藤山浩氏）
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➢ 地域の各分野にどのような団体があり、どのようにつながっているのか？

出典：（一社）持続可能な地域社会総合研究所 13



まとめ

➢ほんのちょっとした差で、地域の将来は大きく変わってくる

⇒集落の共同組織、外に向けた「窓」

➢同じ地域に住んでいても、見ている世界が大きく違う

⇒年齢、性差、職業

✓地域内外の多様な主体と結び付けることによって、イノ
ベーションは生まれてくるのではないか。
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農村においては、都市に先駆けて人口減少・高齢化が進行しており、農業
者が減少することによる食料安定供給への支障が懸念される。また、農業者
の減少に伴う集落機能の低下により、これまで農業者が共同で行ってきた農
業生産活動と一体不可分な草刈りや泥上げ等の活動が停滞し、農業生産活動
に影響することが懸念される。これに併せ、農村内の非農業者も、今後大幅
な減少が見込まれることから、農村の地域社会の維持が困難となる事態も懸
念される。

食料・農業・農村基本計画（令和７年４月）

地域社会を維持していくためには、農村内部の人口の維持及び農業・農
村に継続的に関わる農村外部の多様な人材（農村関係人口）の拡大が重要
である。具体的には、このような農村の持つ価値や魅力を若者や女性など
が「楽しい」と感じて農村への関心や関わりを高めるような「楽しい農
村」を創出し、農村が、国民全体が関わりたくなる目的地となることを目
指していく。そのため、農村の多様な地域資源を活用して所得の向上と雇
用の創出を図る「経済面」の取組、生活の利便性の確保を図る「生活面」
の取組を、民間企業、農村を含めた地域振興に係る関係省庁と連携して推
進する必要がある。 15



農村政策の展開方向

資料：農林水産省
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農村RMOの役割と3本柱

資料：農林水産省
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農村RMOによる農用地保全

資料：農林水産省
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「身の丈デジタル」の基盤が、整いつつある

① 農林水産省は、全国の農地の区画情報を公開している。

23資料：農林水産省
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② 水田・畑の別、農地の状況が記載された「農地ピン」も公開されている。

24資料：農林水産省
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国土基盤情報
（国土地理院）

国土数値情報
（国土交通省）

地籍図
（法務省）

基盤地図データ 行政データ

筆ポリゴン
（農林水産省）

農地ピン
（農林水産省）

農地台帳
（農業委員会）

森林簿
（都道府県）

……

集落の生の情報

・農地の所有者、耕作者、
年齢、後継者の有無
・荒廃農地、中山間直接支
払対象農地
・森林の間伐の意向
・ため池、用水のルート
・獣道
・空き家、一人暮らし高齢世
帯
・要介護者の所在
・集落のお宝スポット……

農村RMOが主体となって、
・ 地域の情報を電子地図として管理、住民で共有。
・ 農業だけでなく、集落の様々な話し合いのツールとし
て活用。

１０年先、３０年先の集落の将来を皆で考える。

農村RMOが自治体と連携して、地域の様々な情報を可視化する
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